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学生研究員3名がともつくの仲間になりました！

写真：岐阜大学のともつく講座で撮影。 左から西城岐阜大学医学教育開発研究センター教授、学生研究員の髙田、丹羽、浅野、高橋特任准教授

ともつく学生研究員ご挨拶

  髙田 惟登（たかだ ゆいと） 医学科３年・出身高校：滝高校
岐阜大学医学部医学科３年の髙田惟登と申します。昨年度の医学科のカリ
キュラムの研究室配属でご縁があり、高山市で実用化が始まった移動診療車
について、ともつくで大変意義のある研究をさせていただきました。今年度も
引き続き研究室配属が行われるので移動診療車の研究を深めるのと同時
に、学生研究員として、ともつく講座のサポート、市民講座の運営、そして、自
身の研究を進めたいと考えております。自身の研究テーマとしましては、「今
後の地域医療を支える新しい働き方」となります。どちらの研究も高山市の
皆様のご協力をいただく場面があると思います。よろしくお願いいたします。

  浅野 文哉（あさの ふみや） 医学科5年・出身高校：岐阜高校
岐阜大学医学部医学科５年の浅野文哉と申します。中高生とのヘルスケア
課題解決プロジェクトへの参画などを通して、地域ごとのニーズに応じた医
療情報や各種機会の提供の重要性を実感し、地域医療に貢献するための
知見をさらに深めたいと考え、本研究室に参加させていただきました。
地域の皆様が医療に関する様々な情報へよりアクセスしやすくなり、健康
の維持・増進につながる社会の実現を目指して、現在、SDH（健康の社会
的決定要因）に関する研究に取り組んでおります。今後の活動において、高
山市の皆様にご協力をお願いする場面が多くあるかと存じます。何卒よろし
くお願いいたします。

  丹羽 菜月（にわ なつき） 医学科1年・出身高校：岐阜高校
岐阜大学医学部医学科１年の丹羽菜月と申します。高校在学時の研修会等へ
の参加をきっかけに、「住んでいる場所に関係なく」充実した医療を受けられ
るようにするための技術や取り組みに興味を持ち始めました。特に、広大な
土地を持つ高山市における医療確保に大変関心があり、今年の6月から学生
研究員として「ともつく」の活動に参加させていただいております。講座の運
営、サポートに携わることや共同研究等を通して、地域医療や医学教育に関
わる知見を深めていきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

岐阜大学 学生研究員制度
1年次から研究に参加できる制度で、基礎医学研究に興味のある学生が
放課後や休日に基礎系研究室で研究に参加すると、その時間に応じて
賃金が支払われます。授業への協力や、高山市役所医療政策課山下様と
意見交換するなど、研究以外でも精力的に活動しています！
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